
 
 

PET センター 
 

１． スタッフ構成 

 井上 武(画像センター長、PETセンター長、地域医療連携室副

室長) 
 石丸 良広(放射線科主任部長、画像センター副センター長) 

 

２． 認定資格取得 

資格名 資格取得者 

日本医学放射線学会放射線診断専門医 井上武、石丸良広 

日本核医学会核医学専門医 井上武 

日本核医学会PET核医学認定医 井上武 
日本インターベンショナルラジオロジー学

会IVR専門医 
石丸良広 

 

３． 運営方針 

(1) 高度先進医療機器、技術による信頼性の高い医療を提供し､

がんの早期発見、早期治療と併せて、病巣の拡がりを正確

に診断することで、体に負担の少ない医療を目指します。 
(2) 病院、診療所との機器の共同利用等を通して、連携の強化

を図り、地域医療への貢献を推進します。 
(3) 関連機関との共同研究等による、医療水準のさらなる高度

化を目指します。 
(4) 実施に際しては、関係する診療部門、診療技術部門と協力

して効率的な運用を行います。また、利用者のニーズに応え

られる、新しい検査手技・方法にも積極的に対応し、治療に

際しての選択肢を広げます。 
 

４． 実績 

当センターは 2006 年 3 月に愛媛県内初の PET 施設として設立

されました。サイクロトロンを有し、近年、がん診療に必要不可欠な

18F-FDG 検査(がん診断)のみならず、13N-アンモニア(心筋血流

評価)等の専門性の高い検査が可能な、愛媛県で唯一の施設とな

っています。 
高度で信頼性の高い専門性で、依頼医、患者さんに他の検査

では得難い、より有用な医療情報を提供すること、他の医療機関と

の連携を通して、地域医療に広く貢献することに日々努めていま

す。 
当院の健康診断センターは諸事情により 2016 年度半ばで閉鎖

されましたが、がん検診としてより多くの方に PET‐CT 検査を受け

ていただけるように、PET がんドックを当センターで引き続き行って

います。また JA厚生連と連携して PETドックを行っています。現在

までのがん発見率は 2.5%と、思わぬ『がん』が発見された受診者

からの感謝の言葉をいただくことも少なくありません。 
保険診療としては現在、18F-FDG では『早期胃がん以外の全て

の悪性腫瘍』『悪性リンパ腫の治療効果判定』『心サルコイドーシス

の評価』『大血管炎の活動性評価』『虚血性心疾患の心筋 viability
評価』『難治性部分てんかん』となっています。大半は悪性腫瘍の

病期診断で、腫瘍の良悪性評価や悪性リンパ腫の治療効果判定、

他の固形がんの再発診断が主な役割となっています。 
13N-アンモニアでは『虚血性心疾患』で薬物負荷による心筋血

流の絶対値測定、心筋血流予備能測定は他の検査では評価でき

ない心筋の血流状態を測定するゴールデンスタンダードの検査で

す。 

■ PET-CT 検査数 
区分 2019 2020 2021 2022 2023 

院内診療科 2,369 2,124 2,020 2,032 2,023 

地域連携(県立病院以外) 448 371 360 364 407 

地域連携(県立病院) 27 31 34 27 11 

PET ドック 215 129 138 186 166 

受託検査 80 25 86 116 111 

合計 3,139 2,680 2,638 2,725 2,718 

■ 検査数の年度推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 検査ごとの比較 
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■ 月別実績 

 実稼働 
日数 

PETがんドック 地域連携 中央病院 受託検査 
合計 1日平均 

1日コース 県立病院 その他 FDG アンモニア JA厚生連 

1月 19 19 1 34 144 7 4 209 11.0 

2月 18 14 3 26 157 7 4 211 11.7 

3月 22 8 1 37 168 6 3 223 10.1 

4月 20 9 2 32 155 4 6 208 10.4 

5月 19 8 0 28 177 3 17 233 12.3 

6月 22 18 2 36 162 7 21 246 11.2 

7月 20 11 0 35 158 1 14 219 11.0 

8月 20 14 0 37 182 8 19 260 13.0 

9月 20 18 1 30 148 8 11 216 10.8 

10月 21 21 0 40 163 7 2 233 11.1 

11月 19 17 1 30 169 4 5 226 11.9 

12月 20 9 0 42 170 8 5 234 11.7 

合計 240 166 11 407 1,953 70 111 2,718 11.3 

■ PET ドックでのがん発見総数 

 検査総数：6,595件(2016年4月～2022年12月) 
 発見数：166件 
 発見率：2.5% 

疾患 PET-CT 
陽性 

PET-CT 
陰性 

甲状腺がん 24  

大腸がん 18  

肺がん 36  

前立腺がん 7 3 

胃がん 6 5 

乳がん 9 1 

膵がん 10 1 

悪性リンパ腫 9  

子宮がん 6 1 

卵巣がん 1  

口腔がん 1  

喉頭がん 1  

原発性肝がん 3  

食道がん 3  

腎がん 8  

肛門がん 1 1 

膀胱がん 1 1 

白血病  1 

胆のうがん 1  

胸腺がん 1  

その他 6  

合計 152 14 

 
 

５． 2024 年度目標 

(1) 質の向上 
高度専門医療部門として、質の高い画像と正確な読影を合わせ

て、他の検査では得られない、より有用な医療情報を提供します。 
(2) 地域医療連携の推進 

松山医療圏のみならず、愛媛県内、さらには県外からも PET-CT
検査依頼を数多く受けています。地域医療連携室との協力のもと、

より多くの検査依頼に、できるだけ早期に対応できるよう取り組みま

す。 
(3) 当センターだけの 13N-アンモニア PET 
当センターにおいて 13N-アンモニア PET-CT 検査が 2014 年 3

月より、四国で初めて保険診療可能となりました。心不全、虚血性

心疾患が増加している現在において、正確な心筋血流の評価が

治療戦略に強く求められており、13N-アンモニア PET-CT 検査は

それに応えることのできる検査となっています。当センタースタッフ

はもちろんのこと、循環器内科をはじめとした他の診療科や関係部

署等が一丸となって、正確でより質の高い医療を提供できるよう、

情報収集と研鑽に努めます。 
(4) 新たな PET 検査の導入 
今後はアミロイド PET による認知症の評価、神経膠芽腫の切除

範囲決定のためのアミノ酸 PET など新たな PET 検査の導入を図

っていきます。 
 

６． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 川口直人、宮川正男、岡田知久、井上武、城戸輝仁. N-13 アンモニア

PET の Global MFR 低下は何を意味するか?. 第 33 回日本心臓核医学

学会総会・学術大会 in 長崎. 長崎 (2023.6.23-24) 
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